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散 播 5葉指 向苗 を主体 と した機械 移植 水稲 の耐 冷 安 定化 技 術

第 3報  散播 5葉指向苗の期待形質 とその育苗法
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Mechani2ed Rice Cultivation Technique Using Five― LeaF Seedlings for C。 。l Weather Tolerance

3  Pattern and methOdo103y OF raising flve― leaf stage seedling8
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立 してぃった。またより良い新資材について も検討を加 え,

: は じ め に
機械の適用不充分なところには新たにアダプターを開発し

寒冷地における機械移植水稲の耐冷安定化のためには,   て装着し,成苗播種育苗の性能を向上させるよう改善を加

移植苗が稚苗 中苗よりも,よ り大苗の葉数増加苗の方が  えた1,21。

有利である。水稲の機械移植技術は,寒冷地においても水   その結果,開発途上の資材等もあり,今後改善すべき点

田作地帯のはぼ全域にわたって普及しており,播種機 移  も若千あるが,散播箱育苗にて,実用的なほぼ 5葉に近い

植機等の機械装備がよく普及しているが,こ れらの機械装  水稲成苗の育苗技術を確立し得たので,その期待形質と育

備と全く異質の成苗移植技術では,新機械の導入のために  苗法について報告する。

耕作者の経費負担が嵩み,資本装備の損失が大きいので,    なお残された問題点については,新資材の登録普及,試
主要な機械は,現有の機械装備をそのまま使えるかたちの  作付属機器等の改良向上と相侯って,今後さらに改善し,

散播成苗機械移植技術を研究開発しようとした。      実用合理化していきたい。

そのために,移植機械を稚・中苗兼用田植機とし,それ
2試 験 の 結 果による実際の機械移植の欠株率を3%以下に抑え得る場合

の箱内の乾籾播種量を決め,その播種量での育苗で得られ   この結果,得 られた 5葉指向苗の期待形質及びその育苗

る葉齢が 5葉により近い成苗が得られることが知られたの  法をパターン化して述べる。

で,そ の育苗法を詳細に検討して,適正な各育苗条件を確   1 水稲散播 5葉指向苗の期待形質 (表 1)

表 : 水稲散播 5葉指向苗の期待形質
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育 苗 法                                下 人工培土 (た だし覆土は上記の

1)育 苗 箱  中苗用育苗箱 (58× 28× 28")             土壊 )

開子L率 12%程度  40箱/103程度   4)土 壌 PΠ 調節  PH(H20)55～ 50

2)育苗ハウス  ビニールハウス内 トンネル                 ニ トロフミン酸 :ペ ーハー

初期 保温 (必要により加温)               PH緩 衡曲線より用量を求める。

3)床土 覆土  沖積土・黒色火山灰± 3蘭飾別以   5)施    肥  表 2の とおり。

表 2 水稲 5葉苗育苗の施月巴法

鶏
ゝ

成 分 N P206 K20 備 考

施肥期 基 肥
追 1巴

基 肥 基 肥 追肥はP205,K20の同時施

用 も可

(た だしECに留意 )

2L13L14L
肥 料 硫 安 液 肥 過 石 硫 加

沖  積  土 10 10 10 10 箱下施用量
N 20%″
P205 25
K,0 20黒色火山灰土 10 15 15 20
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6)薬 剤 施 用

7)生理活性物質

タチガレン粉剤 8群/ヽ 土̈壌混和

ダコニール(1,000倍液 ) lι ～

05″ 箱…播種前灌注

タチガレン(1,000倍液 )05ι/箱

…… 2週後

NK-191(チオカーパメート剤 )・

SF-8002 … 殺菌剤兼用 (ただ

し未登録 )

ニトロフミン酸 … PH調節剤兼用

乾糎 (比重 113塩水選後)70%箱
ベンレートT吹 き付け大量種子消毒

法による。

Jヽ規模にはベンレートT 20倍液10

分浸演 消毒

水浸漬……常法

催 芽 …̈ はとむね程度。はとむね

催芽機を使用すると斉―に催芽され

る。

機械ばら播き・覆土

整播アダプターを装着して播種する。

30C, 1昼夜,積み重ね加温出芽

硬化床に移し, 2重被覆 2～ 4日 。

トンネル内温度

昼 35℃ 以下 (開閉せず )

夜 6℃ 以上 (二重被覆 加温等

かきとり面積  240-250綱

3～ 5本植/株 (変動係数 40%

以下 )

適用機種 (欠株率 3%以下 )

、例: 1争瑯 L: 模::日:::i;|

2)移 植 適 期  5月 5～ 6半旬

3お わ り に

以上述べたように,寒冷地の機械移植水稲をより耐冷安

定化させるために,現有の機械装備を活用し,水稲の育苗

及び移植が合理的にできる 5葉に近い散播成苗の箱育苗法

を開発した。

この 5葉苗を指向した成苗箱育苗においては,育苗期間

がそれだけ従来の稚・ 中苗より長くなるわけであり,作期

の点から,育苗のスタートを従来より大幅に早めることが

必要になってくる。そうすると,寒冷地では,融雪間もな

い頃の冷え込みの厳しい時期から育苗を始めなければなら

ず,それだけ低温による障害を受ける危険が大きくなるこ

とになり,苗立枯れやムレ苗の発生する危倶が増大してき,

その対策が必要になってくる。近年,苗立枯れ防止に極め

て有効な薬剤の開発がすすめられ, それの活用が 5葉苗

の長期間の障害防止と活性維持と移植後の発根力増大に有

効であることが知られてきたので,こ の育苗法が寒冷気象

のもとでも,よ り安定した育苗技術となるものと考えられ

る。

このように,若千の改善すべき問題点は残されているが,

この水稲 5葉指向苗の育苗技術の研究開発は,寒冷地の機

械移植水稲の耐冷安定化に大きく寄与するものと思考され

る。
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8)播 種 量

9)種 子 消 毒

10)水浸演・催芽

11)播   種

12)出    芽

13)初 期 管 理

14)中 期 管 理

15)後 期 管 理

16)育 苗 期 間

3 機械移植

1)適応田植機

により)

出芽摘後 トンネル内温度

昼 22℃ 以下 (開閉により)

夜 6℃ 以上 (2重被覆 。加温等

|こより)

出芽揃まで灌水しないようにする。

その後灌水

ハウス内温度

昼 22℃ 以下 (開閉により)

夜 6℃ 以上

適宜,灌水 (た だし,過湿にしない

ように )

外気温の上昇により,徒長させない

ように。夜間もハウスわき開放,硬

めに育苗する。

適宜,湛水。過乾燥により枯死させ

ないようにする。

約 45～ 50日 。

稚・ 中苗用田植機 (は し爪・プロッ

ク爪とも)


